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後退する過去
ゲル ハ ル ト ・リヒター 「ケル ン大 聖 堂 のス テ ン ドグ ラス」
西野 路代
1.ケル ン大聖堂 南側翼廊のステ ン ドグラス
2007年に除幕 され たケルン大聖堂南側翼廊のステン ドグラス。現代美術を代
表す る ドイツの画家ゲルハル ト・リヒターの作品である。 ローマ ・カ トリック
の司教座聖堂で もあるケルン大聖堂は、157メー トル の尖塔を持 ち、 ゴシック
建築 としては世界最大である。その巨大 な建築物 の一画に配 された このステン
ドグラスは、高 さが22メ ー トル 、面積に してお よそ113平方 メー トル に及ぶ
壮大な作 品である。 リヒターのカ ンヴァスとなったステ ン ドグラスには、72色
のガラスか らなる9.6センチ 四方の正方形約11,500枚が しきつめられるよ うに
並べ られ、複雑な格子模様 を描 き出 してい る。72色の色彩が織 りなすモザイ ク
模様 のよ うな このステン ドグラスは抽象絵画のよ うで もあ り、聖書の一場面を
具象 的に描 く伝統的なステ ン ドグラスのデザイ ンとは、みた ところ明 らかに異
質なものに仕上がっている。
大聖堂南側翼廊 のこの箇所 は、第二次世界大戦 の爆撃によって破壊 されてい
る。破壊 され る以前のステ ン ドグラスは、プロイセンのヴィルヘルム1世 が
1863年に大聖堂に寄進 した ものであ り、カール大帝、ハイ ンリヒニ世 といった
歴史上の統治者たち とともに、ケルン大聖堂の過去 の大司教 の姿が配 された も
のだ った。戦後、 ヴィルヘル ム ・トイ ヴェンによってデザイ ンされたステ ン ド
グラスがお さめ られ るが、それは色彩 に乏 しく、ほとん ど透明のガラスの よう
であ り、そのため入 り込む光がまぶ しす ぎるとい う点でステ ン ドグラスの機能
をじゅうぶんに果た してお らず、取替 えが検討 されていた。 この箇所のデザイ
ン依頼が リヒターの ところに行 くのは2002年ごろのことである。
リヒターが示 したこの格子模様の ようなデザインは、 当初 ケル ン大聖堂の関
係者 に一種の困惑 をもって受け とめられたこ とを大聖堂の修復責任者であるバ
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一バ ラ ・シ ョック ・ヴェルナーは伝 えているが1、幾たびかの話 し合いの後 に、
このデザインは採択 され る。モザイク画の ような、あるいは ピクセル画のよ う
なとも称 されるこのステン ドグラスの色の配置 は、 コン ピュータの乱数発 生装
置によるものであ り、人為的な ものを配 したこの方法は、色の偶発的な配列 を
もた らしている。ステン ドグラスを構成する72色 の色ガラスにはそれ ぞれ色番
号が付 され、コンピュー タが色の配置を決めてい く。色の配置に関わったプ ロ
グラマーのクラウス ・ハーゲマイ スターば 「ひ とつのポッ トか ら色 をひ とっず
つ取 り出 し、並べていくよ うな作業であった」 と述べ、計算の上 では天文学的
な数値になる色の配置 との格 闘について語 っている2。取 り出した色 をポ ッ トに
戻 し、再び次の色を取 り出す とい う復元抽 出の方法 を取れば、理論上、すべて
赤 とかすべて緑 といったステン ドグラスが出来上がる うえに、色の配列の可能
性は無限大 に近い数 になる。結果的には非復元抽 出による色 の選択 がなされた
が、それで も考 え られ うるパ ターンは気の遠 くなるよ うなものであったはずで
ある。色の対称や反復 といった箇所 には リヒター 自身が手 を加 え、最終的なデ
ザインが完成す る。
色の配置だけではない。最終的 に9.6センチ四方になった一枚のガラス板の
サイズも最初 はも う少 し大 きく、12センチ四方だった。デザイ ン画を見ると明
らかなのだが、数センチの違い とはい え、このサイズでは リヒターが思い描 く
ような光の効果 を生み出す ことはできず、試行錯誤 を繰 り返 しなが ら、9.6セン
チ四方 とい うサイズにた どりつ く。また、リヒターが選択 したガ ラスの72色 は、
ケル ン大聖堂のその他のステン ドグラスですでに用 いられている色を使用 して
お り、大聖堂内の調和 も計 られ てい ることが窺える。ガ ラス とガ ラスをつな ぐ
方法 にも従来のステン ドグラス とは異なる方法が取 られている。ふつ う、ステ
ン ドグラスはケイムと呼ばれ る鉛線によって接合 され るが、 リヒターのステン
ドグラスは、その鉛線の枠 の太 さが色彩 に影響を与 えることが懸念 された。 そ
のため、遠 くか ら見た ときにその接合 のラインが見 えないよ う、また光 をさえ
ぎるものを可能 な限 り排す るよ う、一枚一枚 のガラスは厚 さ2ミ リの特別 なシ
リコンゲルによって接合 されている。
ケル ン大聖堂のステン ドグラスは光 と色 に対する リヒターの限 りないこだわ





グラスは大聖堂の南側翼廊、っ ま り太陽の光がふんだんに降 り注 ぐ場所 に位置
してい る。72色 の色ガ ラスを通過 した光は この上な く美 しい表情 を織 り成 し、
大聖堂の内部に反射す るのである。 リヒターのステ ン ドグラスは、建築の一部
を彩 る平面作品 としては もちろん、時々刻々 と変化す る太陽の光 を透過 させ反
射 させ る光の芸術 でもあるのだ。
しか しこの作品は議論 を呼ぶ。 ケル ン大聖堂の ヨア ヒム ・マイスナー枢機卿
はこのステ ン ドグラス を 「モス クにな らふ さわ しい」 と述べ、カ トリックの教
会 とは相容れぬものである とい う姿勢 をあらわに した。構想段階か ら一貫 して
これ を拒絶 していた枢密教 は、ステン ドグラスの除幕式にも姿 を現 さなかった。
一方 で、ケル ン大聖堂主席司祭であるノルベル ト・フェル トホフは 「生命 を吹
き込み、活気付 け、瞑想 を促進 し、わた したちに宗教を受容する空気を作る」
と述べ、このステ ン ドグラスを受 け入れ る姿勢 を見せ てい る3。祈 りの場 に現れ
た リヒターのステン ドグラスに対 しては、いまだに賛否両論がわかれる ところ
だが、宗教や国籍を超 えて、このステ ン ドグラスの美 しさに心を掴まれる人は
少な くない。 このステ ン ドグラスは直戴的 に何かを示 しているわ けではない。
む しろ ものの具体性 は後退 し、抽象的なものだけが 目前にあるのに もかかわ ら
ず、明確 に何かを伝 えて くる。 これは リヒターの作 品が持つ力だ といえるが、
この強いメッセー ジ性は どこからくるのだ ろ うか。
2.ゲルハル ト ・リヒター
ゲルハル ト・リヒターは1932年、旧東 ドイツの ドレスデンに生まれ る。 ヒ
トラーが政権 を掌握する前年の ことであ る。父親はナチス党員であった ことが
伝 え られている。 リヒターは子供時代 を現在 のチ ェコ国境にほ ど近いツィ ッタ
ウ近郊のライ ヒナ ウや ヴォルター ス ドルフで過 ごし、商業高校 を卒業 した後、
夜 間学校 な どで絵画を勉強 しなが らツィッタウで舞 台の背景画や広告看板 を描
く仕事を していた。10代の半ば より描 くことへの衝動にたびたび とらえられて
いた ようだが、1950年、18歳の ときに画家になることを決意する。一度は不
受理 となるものの1951年には二度 目の志願 で ドレスデン芸術アカデ ミーへ の
入学が許可 され、そこで絵画 を学ぶ。
1956年にアカデ ミーを卒業す る頃か ら、リヒターは西 ドイツへ の移住を考 え
始めてい る。 「社会主義的 リア リズム」 に代表 され るような、 当時の東 ドイツ
3Vgl.MarlenBonke:GerhardRichter-DasSUdquerhausfensterinK61nerDom,
Norderstedt,2008,S.8.
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の芸術 を覆っていた空気 の中では 自由な芸術活動はおのず と制限 されていたで
あろ うことは想像 に難 くない。そ うした状況 のもと、創造の別の可能性を模索
していた リヒター にとって、1959年の 「ドクメンタll(カッセルで5年 に一度
開催 され る現代美術の大型 グループ展)」は決定的な意味 を持 っていたよ うだ。
「ドクメンタE」 では 「アクシ ョン ・ペイ ンティング」のジャク ソン ・ポ ロッ
クや 「空間主義」 のルーチ ョ ・フォンタナの抽象絵画に接す る。 リヒターは彼
らの芸術 を 「図々 しさ」 とい う言葉で表現 してい るが4、そ こに東 にはない芸術
の可能性 と自由を見た リヒターは、西への移住を決意す る。1961年3月 ドレス
デ ンを去 り、妻のエマ ・オイ フィンガーの両親 をつてに西 ドイツへの移住を果
たす。 これはベル リンの壁 が建設 され 、西への移住が厳 しく制限 され る数 ヶ月
前の ことであった。西 ドイツではデュ ッセル ドル フに居を構 えるが、当時デュ
ッセル ドル フは ドイ ツにおける現代美術の中心地であった。 リヒターはその地
で過去の経験を払拭 し、新 しい独 自のスタイル を見出 し、展開する。 また現代
美術におけるい くつかの重要 な交友関係 にも恵 まれ、画家 としての地位 を着々
と固めてい く。1971年か らはデ ュッセル ドル フの芸術アカデ ミーの教授 を20
年間務 めるな ど、安定 した地位 をも築きなが ら、今 日にいたるまで1,000点を
超 える作 品を生み出 し、80歳を超 えて もなお制作を続 けている。
リヒターの経歴において特筆すべ き点は、 ドイ ツ現代史 における歴史的な出
来事 との接点である。少年期 か ら多感 な時期を旧東 ドイツで過 ごし、第二次世
界大戦、 ドイツの敗戦、東西 ドイツの分断やベル リンの壁 の建設 といった ドイ
ツ現代史における重大な出来事 をきわめて私的なもの として経験 している。そ
こには1939年ドイツ軍 のポーラン ド侵攻の際、その初 日に叔父のル 一ーデ ィが
戦死 し、1945年には精神病 を患っていた叔母 のマ リアンネがナチスの優生政策
によって殺害 されるとい う、後 に作品のモデル となる近親者 の身に起きた出来
事 も含まれている。 「彼の作 品は、 ドイツ固有の病であ りドイ ツでのみ作品化
できるような観念の数 々と直接結びついてい る」5と指摘 され るとき、た とえば
「カスパー ・ダー ビッ ト・フ リー ドリヒのよ うな美 しい絵を書 きたい」 とい う
リヒターの風景画に見 られ るよ うな、芸術 における伝統 としての ドイツロマ ン
主義的な側面 とともに、ア ドル ノの言葉 に集約 され るよ うな、アウシュヴィッ
4Vgl.IhaveNothingtoSayandI'mSayingit,conversationbetweenGerhardRichter
andNicholasSerota,Spring2011.In:GerhardRichter,Panolama,London2011,S.20.
5ア ル ミ ン ・ツ ヴ ァ イ テ(清 水 穣 訳):ゲ ル ハ ル ト ・リ ヒ タ ー の 絵 画[『 ゲ ル ハ ル ト ・ リ
ヒ タ ー 』(淡 交 社)、2005、12頁 ～31頁]16頁 。
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ツ以降の ドイ ツのアーテ ィス トを襲った困惑が リヒターの中にもあることを考
える必要があるだろ う。 「あのよ うな過去 を持った ドイツでは何 も生み 出され
ないだろ うとい うこ とは僕 に とってあき らかだった」6とか、 「僕 の ドイツ国民
としての条件は、僕 の歴史的条件である」7と語 る リヒターは、まぎれ もなく 「ア ・
ウシュヴィッツ後」の ドイツの芸術家で あるといえるだろ う。 しか しリヒター
に とって特異な点は、 「アウシュ ヴィッツ後」 の文脈 に完全に とりこまれ て し
ま うことな く、私的な経験 と ドイツ的な ものをきわめて微妙なある一点におい
て合致 させ ることに成功 していることだろ う。
先にも述べたが、リヒターには1939年の ドイツ軍ポーラン ド侵攻 の初 日に戦
死 した叔父 を描いた 『ルデ ィー叔 父 さん』[OnkelRudi](1965年)、ナチの優
生政策 によって殺害 された伯母がモデル になっている 『マ リアンネ伯母 さん』
[TanteMarianne](1965年)のほか、アメ リカの爆撃機 をモチー フに した作品
『爆撃機』[Bomber](1963年)、『ファン トム戦闘機』[PhantomAbfangjager]
,(1964年)な ど、戦争のテーマ と結びっいた作品がい くつかある。 これ らはい
ずれ も1960年代 に発表 された ものであ り、戦後 の ドイツの特殊な状況 を考慮
す ると、 「ドイツのアーテ ィス トが第二次世界大戦の絵 を作るにはかな り早い
時期」であるこ とが指摘 されている8。しか し、発表 された当時、これ らの作 品
が戦後 ドイ ツの文脈で語 られ ることはな く、む しろ 「ジ ョー ク」であると受け
とめ られた。 いわば 「タブー視」 され ていた題材 をモチーフとすることが許 さ
れるほど時はまだ成熟 していなかったのか もしれ ない。 もちろん リヒターはこ
れ らの作品を 「ジ ョーク」 として描いたのではないが、 「ジョークと受け とめ
られて満足 だった」 とも述べている。 『ルデ ィー叔父 さん』 と 『マ リアンネ伯
母 さん』に関 しても リヒターは、戦争 とい うテーマ との結びつきを否定す る発
言 をしている9。これ らは、文字通 りに受け とめるべきではな く、第二次世界大




7ベ ンジ ャ ミン ・ブ クロー に よるイ ンタ ヴ ュー[2005年1月11日](清 水 穣 訳)[『 ゲル
ハ ル ト ・リヒター 写真 論/絵 画 論 』(淡交 社) 、2005、215頁～232頁]222頁。
8ロ バ ー ト ・ス トア に よ るイ ン タ ヴュ ー[2001年](清水 穣 訳)[前 掲 書140頁 ～177頁】
144頁。
9ロ バ ー ト ・ス トア に よ るイ ン タ ヴュー[2001年】(清 水 穣 訳)[前 掲 書140頁 ～177頁】
149頁。
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リヒターの作 品は私的なものか ら発 し、それ を普遍化す ることに成功 してい
るといえる。 しか し、普遍化 とはいつでも、本 質とは異なる文脈に多数 を巻 き
込むイデオ ロギーに転 じる危険性 をも孕んでいる。 リヒターの作品は、声高な
告発ではない。個人の私的な経験に基づ くある種 の叙情性 が見 る人に作用 し、
個人的な共感 がさざ波の波動の ように徐々に輪郭 を広げてい く。 そ してそれ ら
が静誼 な普遍性 を浮かび上が らせ てい る。 リヒターの中の個人的なものが、見
る者 の中の普遍的な ものを激 しく喚起す る。 しか し同時に、それを簡単に一般
性へ と転換 して しま うことを慎 まなくてはな らない ような抑制がおのず とかか
るのだ。作品の周囲に広が るこうした静誰 は リヒターの芸術にお けるひ とつの
特色である とい えるだろ う。
3.「 フォ トペイ ンティング」 と 「カラーチャー ト」 に見る抽象化の作業
西への移住後、 リヒターは独 自の手法に基づ く作 品を次々 と発表す る。その
筆頭にあげられるのが 「フォ トペインテ ィング(写 真投影法)」 と呼ばれ る技
法で描 かれた作品群であろ う。 リヒターの 「フォ トペインティング」 とは、写
真や新 聞雑誌の切 り抜 きな どをカ ンヴァスに写 し、その輪郭 を正確 になぞ るこ
とによって描かれ た絵画のことである。1962年に始めてこの手法で作品が描か
るが、1964年ごろか らはプ ロジェクターを使用 し、カンヴァスに大 きく投影す
る方法 も取 られ るよ うになる。 リヒターの 「フォ トペインテ ィング」が、写真
の単なる写 し画 と異なるのは、その絵画の不鮮明 さにあるといえよ う。写真 を
カンヴァスに忠実に写 し取った後 、絵筆や刷毛、布 な どで表面をこす り、輪郭
をぼかす。す るとピン トのあわない写真 のよ うな、故障 したテ レビ画面の映像
のよ うな絵画 が現れる。'ときにそれ は、実際の写真 の鮮明 さを椰楡す るかのよ
うでもある。人間の視覚 をはるかに超えるよ うな鮮 明さで写 し出される写真 を
素材に し、それ を加工す ることにより、 リヒターは人間の認識 に疑問を呈 して
いるのだ ともいえる し、 「現実 を忠実に写 し取る」 とい う役割 を写真 に奪われ
た現代の絵画の状況 を描いてい るのだ ともいえる。また 「も う何 も生みだ され
るはずはない」 とアーティス トたちに思わせるほど荒涼 とした戦後 ドイ ツの精
神状態か ら、 とにか く何かを生み出す ための手段 だった ともいえるかもしれな
い。フォ トペインテ ィングの初期の作 品は白黒だが、1966年に発表 され た 『エ
マ(階 段のヌー ド)』[Ema(AktaufeinerTreppe)]は、 当時の最先端機 器
であったポラロイ ドカメラを用い、自ら撮影 した妻 のヌー ドを素材 に描 いたカ
ラー のフォ トペインティングであ り、彼 の初期の代表作のひ とつに数 えられ る。
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また リヒターは1960年代か ら1970年代にかけて 「カラーチャー ト」と呼ば
れ る作品にも集中的に取 り組 んでい る。 レデ ィメイ ドの絵の具を色見本の よう
にタイル状 に配置す るこの方法 は、一枚 の絵画 のなかで具体的な像 を構成 して
いる色彩 を、要素にまで分解 し、従来の秩序 とは異なる方法で再び配置 し提示
す るもので ある。そこに新たな像が結ばれ るか ど うかを判断するのは困難 だが、
これが単 なる抽象画で もデザイ ンで もな く、絵画の一形態であることを示 して
い るし、認識の別 の可能性 を提示 しているのだ ともいえる。カラーチ ャー トの
モチー フはその後、 さま ざまなヴァリエーシ ョンを経て、 リヒターの作品に引
き継 がれてい くことになる。 ケル ン大聖堂 のステン ドグラスには1974年に制
作 されたカラーチャー トの代表作 『4096の色彩』[4096Farben]からの影響 も
明 らかであ り10、その道筋 をた どるこ とはそれほど難 しいこ とではないだ ろ う。
問題 はそれが どのよ うな意図を持って用い られ てい るか とい う点である。 リヒ
ター にとって、フォ トペイ ンティングもカ ラーチ ャー トも、単なるスタイルや
デザイ ンではなく、何 かを表現す るために用い られな くてはな らなかった手法
である。それ は既成の造形 とそれ を認識するわれ われの感 覚をい ちど組みかえ、
別の方法で見つめなおすために行 うある種の 「抽象化」の作業である といえる
だろ う。
4.歴史の作品化 一 『1977年10月18日』
『1977年10月18日』[18.Oktober1977]。これは70年 代 に度重なるテ ロ行
為によって ドイツ国内を震憾 させたRAF(RoteArmeeFraktion:ドイツ赤軍)
をモチー フにした作品群である。 リヒター の 「抽象化」の作業について考 える
際に触れておきたい作品である。 「1977年10月18日」 とい う日付は、RAF
のメンバーが収容 されていた監獄 で死んでいるのが発見 され た 日である。 中心
メンバーの一人 だったアン ドレアス ・バーダーが射殺死体で、ともに収容 され
ていたグループのメンバー もバーダー と同 じく射殺死体や首 吊 り死体 となって
見つ かった。集団 自殺だったのか、処刑だったのか、いまだに解決 を見ていな
い、現代 ドイツ史のタブー ともいわれ る事件 であ り、 この出来事をもとに、 リ
ヒターは15枚 の連作 を描いた。主要メンバーの一人、ウル リーケ ・マイ ンホー
フの若 き日の肖像に始ま り、メンバーの一人、ボルガー ・マイ ンスが街頭で逮
捕 され る場面、死体 として発見 されたア ン ドレアス ・バーダー、バーダーが収
10Vgl。BirgitPelzer:DerZufallalsPartner-GerhardRichterFarbfelder2007.In:
GerhardRichter-Zufall.K61n2007,S.67-86.
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監 されていた独房の様子、バーダーの持ち物であった レコー ドプレーヤー、同
じくメンバーの グー トリー ン ・エ ンス リー ンが独房で首を吊ってい るもの、生
存中の彼 女を描いたもの、首に跡が残るエ ンス リーンの死後の姿、彼 らの葬儀
の様子、これ らの作 品が続 く。 リヒターは警察か ら入手 した未公表の写真 を含
む資料をもとに、 この連作をフォ トペインテ ィングの手法で描いている。それ
は白黒写真の ようにグレーの トー ンで描かれ、輪郭は絵筆 でぼか されてい る。
目を凝 らさない と何が描かれ ているのかわか らないもの もある。
リヒターが この作品 を描 いたのは、事件か ら11年 後の1988年である。この
連作が展示 されるにあたって、 リヒターは次のよ うに述べ てい る。
テ ロリス トた ちの死 と、それ に関わ る前後の出来事すべては、ただ恐ろ し
いもの とい うことがで きるで しょ う。 それは私に衝撃 を与えま した。 そ し
て、払いのけようとして も、何か解決 しない ことのよ うにず っと心にひ っ
かかっていたのです。11
リヒターの中で未解決のまま心の奥底 に抑圧 され ていたイメー ジが11年 と
い う時 を経て浮かびあがる。作品の曖昧に された輪郭線 は、記憶か らの忘却 と
風化 を意味 している一方で、それ とは反対の こと、つ ま り深部か ら掘 り起 こさ
れる記憶を意味 してもい る。おそらくは、見逃すこ とはできないが不快 な記憶
として残 り続 ける出来事 それは ドイ ツの歴 史の一端 とい って もいいだろ う
を、そのおぼろげな輪郭線 によって作品化す ることは、その出来事の意味
を問 うために行 う抽象化の作業で ある。 この抽象化 によって、忘却 と風化に さ
らされる出来事そのものを描 いているのだ ともいえるし、抑圧 されたイ メージ
が掘 り起こされているさなかの像だ ともい えるだろ う。
111988年11月の ノー トよ り(Vgl.GerhardRichter:Text.S.205.)。リ ヒター は ドイ ツ
赤 軍 のテ ロ リス トを扱 っ た この 絵画 につ い て、 次 の よ うに も述 べ て い る。 「… ドイ ツ赤 軍
の 目的や 方 法 に対 しての理 解 を流布 す る よ うな こ とは絶 対 に避 けた い と思 って い ま した。
テ ロ リス トたち のエ ネ ル ギー や 、妥 協 の な い意 志 、絶 対 的 な勇 気 に は心 を動 か され はす る
もの の、 私 は国 家 をそ の 非情 さの ゆ えに 非難 す る こ とは で きま せ ん で した。 国 家 とい うの
は そ うした もの で あ り、 も っ と容赦 ない 国家 が 他 に あ る こ とを身 を もっ て知 って い るか ら
で す」(Ebd.,S.205.)。ドイ ツ赤 軍 の コ ンセ プ トを拒 絶 して いた とい うリ ヒター は 、テ ロ リ
ス トに対 して一 定 の距 離 を置 き な が ら、 こ の作 品 を描 く原 動 力 に な った の は 「イデ オ ロギ
ー 的 な態度 の犠 牲者 」 で あ るテ ロ リス トに対 す る 「哀 悼」 であ っ た と述べ てい る。 さ らに
このテ ロに よ る犠牲 者 を描 こ う と思 った こ とは 一切 ない と語 っ てお り、作 品の モチ ー フ は
あ くまで テ ロ リス トへ の一 種 の 共感 にあ る こ とが窺 え る。
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そ して、 リヒターはこの抽象化 によってむ しろ出来事の輪郭 をはっき り見せ
ることに も成功 している。私たちがそ こに 目を凝 らさざるを得 ないか らである。
鮮 明な写真 の輪郭は ときにあま りに無反省 に網膜に届 き、凝視す ることす らも
忘れて しま う。 けれ ども私たちは リヒター によって輪郭 をぼかされた過去の出
来事には 目を凝 らさざるを得ないのだ。それは不快 なあま り目をそ らしてきた
過去であったか もしれない。 しか し、そのまぼろ しのよ うな輪郭線が抑圧 され
た ものに届 くとき、何かが浄化 され るであろ うことが予感 され る。70年代 の ド
イツの政治闘争 を描いた この作品が もつ効果は、 ドイツのよ り深い傷跡 に触れ
るときにも思い起 こす必要があるだろ う。
5.ドイ ツ国会議事堂の 『黒 ・赤 ・金』
90年代後半、 ドイ ツの国会議事堂のために制作 された作 品の 中で、リヒター
は 「ドイツの過去」をモチー フとす ることを試みてい る。1999年に修復 された
ドイツの国会議事堂は、帝政 ドイ ツ、 ワイマール共和 国を通 じて議会 として機
能 したが、1933年の不審火、第二次世界大戦での空爆・による損傷で、長 らく廃
嘘 と化 していた。 しか し東西 ドイ ツ再統一後、首都機能のベル リンへの移転 と
ともに、連邦議会の議場 として機能を回復す る。イ ギ リスの建築家 ノーマ ン ・
フォスターの設計によって修復 され、ガラスの ドー ムをもつその姿はいまやベ
ル リンの象徴に もなっている。 「波乱に富んだ20世 紀 の ドイツ史を記録 した石
のパ ピル ス」 とも称 され る ドイ ツの国会議事堂だが、 この壁面 を飾 るのがゲル
ハル ト・リヒター の 『黒 ・赤 ・金』[Schwarz,Rot,Gold](1999年)である。
高 さ33メー トル とい う国会議事堂の西側 玄関の吹き抜 けの壁 に掲げ られ、おそ
らく訪れ る人誰 もが 目にす るところに位置す るこの作品は、ケル ン大聖堂のス
テ ン ドグラス同様、巨大な作品であ り、またこの配色は見 る人に瞬時 に ドイ ツ
の国旗 を連想 させ る。
鏡面の ように反射す る黒 ・赤 ・金のガラス6枚 を配 した、一見、あま りにシ
ンプルな この作品は、リヒターの作品群 『ア トラス』[Atlas]12の中にその構想段
階を見 ることがで きる。 『ア トラス』には 『黒 ・赤 ・金』のための習作が数点
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ス トの犠牲者 を写 した写真が並ぶ構想が描 かれている。また別 の一枚は 「カ ラ
ーチャー ト」 を思わせ るデザイン画であ り、また別 のものには、黒 と赤 と金の
みが用い られ たデザイン画が さまざまな ヴァ リエーシ ョンで並んでい るのが見
て取れ る。作品 とともにこうした構想段階をも公表す ることによって、この作
品が背景 として持ってい る意 味もおのず と明 らかになるだろ う。一見、硬質で
動 きのないパネル の背後に、 ドイ ツの過去の姿を潜 ませていることを示 してい
るのだ。ドイ ツの負 の歴史は リヒターが繰 り返 し扱 って きたテーマでもあるが、
『ア トラス』の習作 にみ るメタモルフォーゼは、 ドイツの過去の出来事 を抽象
化 していく作業でもあるといえるだろ う。そ こにはホ ロコー ス トの写真が、カ
ラーチャー トによって抽象化 され、 ドイ ツ国旗 を象徴する黒 ・赤 ・金 によって
再構成 されていくプロセスが示 され ている。
また一方で、作 品の鏡 のよ うな表面 は、 この作品の前を行 きか う人々や 日々
の出来事 をさまざまに映 し出 している。つま り ドイツの過去 を背後 に秘めなが
ら、 ドイツの現在 を映 し出 し続けてもい るのだ。硬質で静誼 さをたた えた鏡面
のむこ うとこちらにある過去 と現在が、 ドイ ツ国家を象徴す る黒 ・赤 ・金 によ
ってひとつの平面に表現 されている。
しか し、磨 き上げ られた ような光沢を持つ黒 ・赤 ・金の、あま りにも整いす
ぎた鏡面は どこか皮 肉めいているよ うに も見 える。つ る りとした外面の下に ド
イツの過去を過去のもの として封 じ込めてい るようにも、再統一に よって復興
を成 し遂げた ドイツの現在の威厳 を示 してい るかのよ うに も見 える。 この巨大
な ドイツ国旗 には、かつて リヒターが暮 らした東 ドイツの芸術を覆 っていた 「社
会主義的 リア リズム」のパ ロデ ィーのよ うな趣 もある。 『1977年10月18日』
では、出来事の輪郭 はおぼろげなが ら見 えていたのに対 し、この作品には過去
の像な どもはや言及 されなければ浮 かび上がってはこない。そ して90年 代 の終
わ りに制作 され たこの巨大な作品の後 に、ケル ン大聖堂のステ ン ドグラスが続
くことになる。
6.大聖堂のステ ン ドグラスー後退す る過去
最後 にケル ン大聖堂のステ ン ドグラスに話を戻そ う。
ステン ドグラスのデザイ ンの依頼 を受けた とき、 リヒターは最初2っ の小 さ
な構想 を携 えてきたのだとい う13。それ は、ナチスによ り処刑 された犠牲者の
13HubertusButin:GerhardRichtersK61nerDρmfenster.In:GerhardRichter-
Zufall.K61n2007,S.46.なお こ の エ ピ ソー ドは2001年 の こ と と し て 伝 え ら れ て い る。
後退する過去85
写真 をもとに制作 されたものだった。そ こにはきわめて残忍な絞首刑の場面 と
銃殺刑 の場面が描かれていた。完成 したステン ドグラスか らは窺 い知 ることの
できない構想 である。 リヒターは 「造形制作 にお ける歴史的条件 についてはご
く正確 に意識 し、同時代の芸術の可能性 をくりかえ し批判 的に反映 してい る」14
芸術家である。大聖堂のステン ドグラス とい う大作の構想を前に、 ドイツの過
去 のモチーフがいわば必然的に浮かび上がって きたのであろ うか。最終的 にこ
のモチーフはケルン大聖堂にはふ さわ しくない とい う理 由によって、また、他
の歴史的なモチーフを用いるこ とも困難 であ り、時流 にかなって もいない とい
う理由によ り、デザイ ンとして採用 され ることはなかった。 しか し、この作品
の始ま りにも ドイツの負の歴史が置かれてい る。
リヒターは、戦争 を作品化することのむずか しさについて言及す る。この 「む
ずか しさ」には、 「戦争 は悲惨である」 とか 「戦争は悪 である」 といったよ う
な、反戦のイデオ ロギーにいかに巻 き込まれず にいるか、あるいは、誤解 に基
づ くセ ンセーシ ョンか らいかに 自分 の作品を遠 ざけてお くか、そ うした意 味合
いも含まれ てい るだろ う。 リヒターの作品は告発ではないか らである。
戦争 に対 しては激 しい怒 りを持っています。戦争は私たちを不快 にさせる
し、戦争によって私たちが無力であることを突 きつけ られ るか らです。 あ
き らかに私 たちは戦争 を避けるこ とができません。それ に戦争 についてす
こ しで もま しな判断を下す ことす らできないのです。 だか ら意見 を述べる
ことは絶対 に避けたいのです。そんな意見 は、真実にい くらかで も近づ こ
うとす る試みのも とではまったく不必要 だし、妨げにもな ります。(…)
私は戦争が不必要 であるとは考 えていません。不必要な ら戦争なんて存在
していないはず で しょう。それに私たちは戦争を放棄できるよ うな段階か
らは程遠い ところにい るのです。15
このよ うな発言に垣間見 られ るのは、明らかに リヒターは戦争 を憎悪 してい
るのにもかかわ らず、戦争 は人類に とって本質的に避 けられ ぬものであるとい
2002年に ケル ン 大聖 堂 の修 復 責任 者 で あ るバ ー バ ラ ・シ ョ ック ・ヴェル ナー の も とへ 格
子模 様 の構 想 を持 ちか け た の よ りも さ らに 前の 段 階 の こ とで あ ろ う。
14Ebd,,S.46.
151nterviewmitJanThorn-PrikkerUberdieArbeitWARCUT2004(GerhardRichter:
Text.S.473.).この発 言 は2003年のイ ラク戦 争 時 の報 道 を 素材 と して用 い た リヒター の 作
品 『WarCut』につ い て述 べ た 文脈 の 中 に見 られ る もの で あ る。
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う認識である。 リヒターの芸術 の根底にあるのは、声高な告発や世界の変革で
はな く、た とえ戦争 のよ うな憎悪 の対象 となるものであっても、それ を不可避
なもの として見っめなが ら、現実の世界 を転覆す ることなく別世界を創造する
ことである。第二次世界大戦後 、 リヒターの中に不快なものとして長 らく留ま
っている棘。 これ が繰 り返 し彼 の作品の主題 を誘発 してきた。 しか し、ステン
ドグラスの構想 の初期段階に置 かれたモチー フは、その棘が 自らの経験か らも、
人類の歴史か らも、そ して未来 において も取 り去るこ とがで きないものである
ことを示 しているかの よ うである。
ケル ン大聖堂のステン ドグラスには、 リヒターの これまでの作品の要素が流
れ着 くよ うに集 まっているのが見て取れ る。写真 に とらえられた鮮明な現実 を
絵筆 によってぼか し、具体性 を払拭す ることによって改めて見る者の認識 を問
う 「フォ トペインテ ィング」の手法。 「カラーチャー ト」に よる絵画の要素へ
の分解。 『1977年10月18日』にみ られ る歴史の絵画化。 ドイツとい う国家
の現在 とその過去をガラスの平面に表現 した国会議事堂の 『黒 ・赤 ・金』。そ
してケル ン大聖堂のステン ドグラスの初期の構想段階で素材 とした ドイ ツの過
去 を写 した写真。 これ らすべてに思い を巡 らせ ると、 このステ ン ドグラスが持
つ重層的な意味 を考えないわけにはいかないだろ う。
この事実 を前に リヒターのステン ドグラスを見 るな らば、この作品に対する
批判は行 き場 を失 うこ とにな るだろ う。 リヒターの構想 はそれ らを寄せ付 けな
いまった く別の次元 のものだか らで ある。 リヒターは もっ と大きなものを想 定
している。ひ と目では何 を表 してい るのかわか らない抽象画のよ うなステ ン ド
グラスだが、 リヒター にとっての抽象化 の手続 きは事実 をよ りよ く見つめるた
めにあったはず だ。政治的な場所に掲げ られ た 『黒 ・赤 ・金』は どこか皮肉め
いた ものを感 じさせ るのに対 して、祈 りの場 に置かれ たこの作品は敬度 さを備
えている。物事 を認識の外 に置 き、議論 の圏外に置 くこ とを人は ときに望みな
が ら、その圏内にい るよりほか はな く、既存のイデオロギー(リ ヒターは これ
にいつで も抵抗す る)に 居心地悪 く巻 き込まれている。 この世界 とは別の世界
を見せ るのが芸術家の仕事 だろ う。 「僧侶 と哲学者 がもはや存在 しない以上、
芸術家が この世で最 も重要 な人種である」16とい うリヒターは、 このステン ド
グラスによってそれを私 たちに見せ てい る。 もはや容易に像 を結ばないほ ど遠
くなった過 去を透過 し現在 に照射する光 とともに。
161966年の ノ ー トよ り(Vgl.GerhardRichter:Text.S.205.)。
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『マ リ ア ン ネ 伯 母 さ ん 』 【TanteMarianne】1965年
『葬 儀 』[Beerdigung](『1977年10刀18日 』[18.Oktober1977]より)1988年
88 『人 文 学 報 』No,510独 語 ・独 文学(2015年)
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